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特集論文  
日本語学習者が書く・打つ状況で必要
となるスキルとは 
―具体的な状況を踏まえた多角的な調査から― 
副田 恵理子 
要 旨 
日本語学習者が実際の生活場面で遭遇する書く・打つ状況において、どのような
問題を抱えているのか、また、どのような書くスキルが求められているのかを明ら
かにするために、以下 3 種類の調査を実施した。1）日本語学習者（日本語非母語
話者）の書くプロセスの観察から問題点を探る。2）読み手の解釈・評価から書く
コミュニケーションの問題点を探る。3）日本語母語話者の言語使用との比較から
学習者に求められているスキルを明らかにする。これらの調査により、日本語学習
者がどのような状況で書く・打つことを求められているのかに加え、その具体的な
状況下で学習者が抱えている問題とそれに対応するためのスキルを明らかにする
ことを目指した。またこの調査の過程において、学習者自身が気づいていない問題
や、表面的には問題となっていないもののより適切なコミュニケーションのために
学習者が求められているスキルの洗い出しも重要であることがわかった。 
キーワード 
書くコミュニケーション 困難点 問題点 読み手の評価 スキル抽出 
1．日本語学習者に求められる書くスキル抽出のための調査 
日本語学習者が適切に書ける・打てるようになるためにはどのようなスキルが必要なの
か、それを明らかにするためには、日本語学習者（日本語非母語話者）が具体的にどのよ
うな状況で日本語を書いて・打っているのかを調査することに加え、その具体的な状況下
でどのような問題が起きているのか、そして、それに対応するためにはどのようなスキル
が必要になるのかを多角的に調査する必要がある。特に、下記 3 つの視点からの調査が必
要だと考えられる。 
1）日本語非母語話者（以下 NNS）が書く際にどのような困難点、問題点を抱えているの
かを明らかにする。 
飾りやヘッダーは後から印刷業者が入れます。テンプレートの余白を
変更・削除しないでください。 
論文の種類（研究論文・展望論文・研究ノート）は入力してください。 
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2）NNS が書いたものへの読み手の対応、解釈、評価から書くコミュニケーションにどの
ような問題があるのかを明らかにする。 
3）母語話者（以下 NS）との比較からどのようなスキルが必要なのかを明らかにする。 
そこで、国立国語研究所共同研究プロジェクト 1 においてどのような調査を行ってきた
のかを説明していく。 
2．書く際の学習者の困難点・問題点を探る 
日本語学習者が何かを書く・打つ際にどのような問題を抱えているのかを明らかにする
ためには、実際の日本語使用場面において NNS が書く・打つプロセスを観察することが
必要である。 
副田（2017）では、学部留学生が授業で課せられたレポートを作成する際にどのように
リソースを使用しているのか、またその際にどのような困難点や問題を抱えているのかを
調査している。韓国人・台湾人学部留学生計 9 名のレポート作成過程をビデオ録画し分析
した結果、インターネット・書籍・プリントなど様々なリソースが使用されていたが、そ
の中でも最も多くの時間をインターネット使用に費やしており、その過程に様々な問題が
見られた。インターネットは内容面と形式面の両方の情報収集のために用いられていたが、
内容面の情報収集の際には、適切な日本語キーワードを使って段階に応じた情報探索がで
きていない、目的に応じて参照するサイトの取捨選択ができていない、web サイトから得
た情報をレポート内に取り込む際に適切な引用が行われていない等の問題が見られた。ま
た、フォローアップインタビューにおいても、留学生はインターネットをどのように使用
し、どのようなサイトを参照し、そこから得た情報をどのように日本語レポート内に取り
込めばよいのか難しいと考えていることがわかった。 
このような結果をふまえ、副田他（2019）では、内容面の情報収集のためにインターネッ
トをどのように使用しているのか、より幅広い学習者の実態を知るために文系留学生 74
名を対象にアンケート調査を実施している。その結果、情報の正確さや信頼性に不安を感
じつつ Wikipedia などの簡便な web サイトを使用している点、適切なリソース使用や盗
用に関する意識が徹底していない点、直接引用と間接引用の使い分けが不十分である点が
明らかとなった。また、半数近くが日本語力の不足などから引用部分の内容理解や情報の
適切な引用に困難を感じていることも明らかとなった。 
向井・松田（2018）においても、書くプロセスを詳細に分析するプロセス調査と、アン
ケート調査の両方が実施されている。この研究では、複言語・複文化社会における日本語
使用者の書くことに関するニーズや困難点を明らかにするために、サンパウロ、ブラジリ
ア在住の日系ブラジル人を対象にアンケート調査を実施している。加えて、彼らのスマー
トフォンによる書く（打つ）過程を録画し分析を行っている。その結果、「書く」ことにつ
いての困難意識には個人間のばらつきが大きく、特に、漢字、慣用句、文法、敬語に困難
さを感じている調査協力者が多いことが分かった。また、日本語能力が母語話者に近い日
系人は、文法などの容認性判断力は高いが、適切な語彙や表現、言い回しを探すのに手間
取り、結束性、論理性、接続詞が難しいという特性が見られた。 
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このように、書くことが求められている具体的な状況において NNS がどのように書い
て（打って）いるのかそのプロセスを観察し、困難点・問題点を探ることで、日本語学習
者が実生活で書く際に必要としているスキルを明らかにすることができる。 
3．書くコミュニケーションにおける問題点を探る 
日本語学習者が問題だと感じていない場合でも、その読み手である NS が適切に対応し
ていなかったり、異なる解釈をしていたり、適切に評価していなかったりするケースがあ
る。このような書くコミュニケーションにおける問題を明らかにすることも重要である。
特に、近年 SNS の拡大により非対面の書くコミュニケーションが求められる場面が増え、
対面コミュニケーションとは異なる特有のスキルが求められている。 
読み手の対応から LINE による書くコミュニケーションの問題点を分析したものに中井
他（2018）がある。中井他（2018）では、NNS へのインタビュー調査から、彼らが NS
との LINE のやりとりにおいて誘いを断る際に問題を抱えていることが明らかとなった。
そこで、10 名の NNS に LINE 上での誘い・断りのやり取りを振り返ってもらい、彼らが
持っている問題意識を聞き取り記録した。その結果、チューターなどの「疎」ではあるが
継続すべき関係にある NS からの誘いに対して、NNS は適切に断っているつもりでもそれ
が伝わらず、NS から再誘いを頻繁に受けていることがわかった。さらにやり取りの詳細
を分析した結果、相手との良好な関係を維持するために NNS が婉曲的な断り方をしてい
ることが NS の再誘いを誘発していることが明らかになっている。 
LINE でのやり取りに対する読み手の意識、書き込みへの解釈を調査したものに、副田
他（2016）、副田・大和（2018）がある。副田他（2016）は学部留学生 1 名と日本人チュー
ター2 名の LINE グループでのやり取りについて 9 つのグループ（留学生 9 名・日本人 18
名）を対象に調査を行った。そして、各書き込みについて留学生・日本人チューター双方
にインタビューを行うことで、意識や解釈の違いがないかを調べた。その結果、学部留学
生は即時に返信をすることや、日本人間のやり取りについていくこと、できるだけ短い文
で入力することに難しさを感じ、適切かどうか不安に思っていた。一方で、日本人はその
点は問題にしておらず、学部留学生が触れていなかった語用論的な点を問題としてあげて
いた。例えば、依頼や誘いの際に前置きなく、急に本題が提示される点など談話面での不
適切さをあげていた。 
副田・大和（2018）は留学生・日本人チューター間の LINE のやり取りの中で、最も頻
繁に取り上げられていた待ち合わせ場面に焦点を当てて分析を行っている。留学生 12 名
とその日本人チューター27 名の待ち合わせ場面でのやり取りを分析した結果、事前に待合
せ場所の詳細を決めずその場所に到着してからやり取りをするという、常に繋がっている
意識のある LINE ならではの特徴が見られた。そのため、待ち合わせ場面では、「今日来
る？」「今いく」「向かいます」などの短いやり取りから、互いの場所や相手が待合せ場所
に着くまでにかかる所要時間を把握することが求められていた。しかし、留学生・日本人
双方へのインタビューからは、表面上は問題となっていないものの、双方ともに相手の書
き込みから互いの居場所を適切に把握できていないことがわかった。 
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日野（2019）は相手の評価が採否の重要な要素となる就職活動のメールを取り上げてい
る。就職活動においてどのような状況でメールを書く必要があるのかを調べることに加え、
それらのメール対する企業の側の評価を調査している。まず、日本人 5 名・留学生 3 名が
打った就活メール 79通のメールがどのような状況で書かれているのかを分析したところ、
両者に共通する状況に加え、外国人の募集の有無を問い合わせる、日本語や英語の運用能
力について伝えるなどの留学生特有の状況も見られた。さらに、代表的な 19 通を企業の
人事関係者 2 名に印象評定してもらった結果、留学生でも母語話者同様の高いビジネス日
本語レベルが求められるものの、内容の具体性・個別性や相手に配慮した文末表現の欠如
などが評価を下げる結果となっていることを明らかにしている。 
以上のように、表面的には書くコミュニケーションにおいて問題が生じていない場合に
も、書き手である NNS と読み手である NS の間に解釈や評価のずれが生じていることが
ある。より適切な書くコミュニケーション能力を身につけるためには読み手への調査から
スキルを洗い出すことも重要である。 
4．母語話者との比較から書くために必要なスキルを抽出する 
日本語学習者が抱えている問題に対しどのようなスキルを身につけることで対応ができ
るのか、また表面的には問題になっていない場合にもより適切な日本語使用のためにはど
のようなスキルが必要なのか明らかにするためには、NS がどのように書いているのか
NNS と比較し、スキルを抽出する必要がある。 
日野・松田（2017）では、就職活動におけるメールを NS・NNS 間で比較している。
NS 5 名 54 通のメールと NNS 3 名 25 通のメールを分析した結果、NS は NNS よりも多
くのスキルを使用していることが明らかになっている。例えば、CC に紹介者の宛先を入
れる、複数の用件を項目立てて述べる、就職に対する前向きな姿勢の表明など就職活動メー
ルならではの表現を使用する、件名・宛名・文末の書き方が多様であるなどは、NS のメー
ルのみに見られたスキルであるが、NNS にも必要なスキルであると言えよう。 
副田・大和（2018）では、前述したように留学生とその日本人チューターの待ち合わせ
場面での LINE のやり取りを分析した結果、相手の書き込みから相手の場所や待合せ場所
に着くまでにかかる所要時間を日本人・留学生双方が適切に把握できていないことがわ
かった。そこで、日本人がどのように待ち合わせに関するやり取りを行っているのかを明
らかにするために、NS 8 名の母語場面を対象に調査を行った。その結果、日本語非母語
話者とは異なる動詞の使用方法が明らかになり、その動詞の使い方で短いながらも適切に
自分の現在の居場所や状況を相手に伝えていることが明らかになった。 
副田・太田（2019）は、NS と NNS を比較したものではないが、日本語学習者の日本
語使用を縦断的に観察することにより、より高いレベルの日本語使用のためにどのような
スキルが必要になるのかを明らかにしている。学部留学生（中上級日本語学習者）8 名の
LINE への書き込みを 1 年間にわたり縦断的に調査した結果、やり取りの相手である NS
の書き込みから大きく影響を受けて変化していることが明らかになった。特に、文末表現、
応答表現に大きな変化が見られた。初期は日本語レベルが低い学生ほど定型の文末表現や
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応答表現、スタンプに頼る傾向があったが、徐々にスタンプの使用は減る傾向にあり、代
わって文末表現・応答表現のバリエーションが増えていった。つまり、多様な文末表現、
応答表現を適切に使用できることが、NS とのよりスムーズな書くコミュニケーションに
必要なスキルだと言える。 
5．まとめ 
上記のような調査により、日本語学習者がどのように日本語を使用しているのかその状
況を把握することに加え、具体的な状況下でどのような問題を抱えているのかその一端を
明らかにすることできた。また、多角的な視点から調査し、学習者が気づいていない問題
や、表面上は問題にはなっていないがより適切な書くコミュニケーションのために必要な
スキルを抽出していくことの重要性も明らかになった。 
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